
１７．1 生徒会活動 

 

1. 生徒会機構図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部 活 動 

【文化部】 

・吹奏楽 

・英語 

・美術 

・茶道 

・放送 

・ＮＳＰ実行委員会 

 

【運動部】 

・バスケットボール女子 

・サッカー 

・バドミントン 

・野球 

・相撲 

（大会引率のみ） 

・空手 

（大会引率のみ） 
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2.  目標 

生徒会活動を通して，望ましい人間関係を形成し，集団や社会の一員としてよりよい学校生活づくり

に参画し，協力して諸問題を解決しようとする自主的，実践的な態度を育てる。 

 

3.内容 

学校の全生徒をもって組織する生徒会において，学校生活の充実と向上を図る活動を行うこと。 

 ○ 生徒会の計画や運営   ○ 異年齢集団による交流  ○ 学校行事への協力 

 ○ 生徒の諸活動についての連絡調整   ○ ボランティア活動などの社会参加 

 

 

4.年間指導計画（過去の活動例） 

 

執行部 代表 生活美化 学習文化 保安 

○全校集会･ 

始業終業集会 

の運営 

○校舎周りの 

清掃 

○入学式・対面式 

○部活動紹介 

○部活動発足式 

〇壮行式 

○生徒総会 

○あいさつ運動 

○クリーン 

スクール 

○紫雲丸遭難事故 

追悼式典 

○高知市 

生徒会交流会 

○体育祭 

〇文化発表会 

○小学生一日入学 

○高知市生徒会交流

会リーダー研修会 

○小学校卒業式 

〇制服改正の勉強会 

〇志議会 

○学年集会の運営 

○要求活動の 

流れの確認 

○生徒総会の取組 

○体育祭・文化発表

会の取組 

○卒業式に向けての

取組 

○１年間の反省と今

後の課題について 

〇黙想徹底週間 

〇あったか 

Word Months 

○南海中の課題呼

びかけ 

○黙想週間 

○瞑想週間 

○一年生の授業見

学 

○聴き方コンクー

ル 

 

○生活点検 

○学級美化 

○掃除道具点検 

・修理・補修 

○花の植え替え 

○服装点検 

○「南海中学校生活

のきまり」の説明

と指導 

○掃除道具配置 

○みなとまつり前 

美化清掃 

○体育祭 

・文化発表会の 

取組 

○学期末美化作業 

○卒業式に 

向けての取組 

○卒業式前 

美化作業 

○いじめ防止標語作

り 

〇残食コンクール 

〇制服について 

○学習に関する取組 

○ポスターの掲示 

○学級内の掲示物の

管理 

○ベル着コンクール 

○予想問題の作成 

○文化発表会の取組 

〇文化祭発表会テー

マ決め 

○体育祭・文化発表

会の取組 

○予想問題の作成 

○全校統一テスト 

○卒業文集づくり 

〇学びあい 

コンクール 

〇宿題提出 

コンクール 

○学び合いポスター

作り 

○あゆみ提出率調査 

○街頭指導 

○駐輪指導 

○施錠点検 

〇施錠啓発 

ポスター制作 

○あいさつ運動  

○自転車点検 

○体育祭の取組 

○文化発表会の取組 

〇換気をしよう 

〇避難訓練の補助 

〇消火栓の点検 

〇消火器の設置 

○ありがとうメッセ

ージ 

○忘れ物 0ランキン

グ 

〇手洗いハンドソー

プ補充。 

 



5. 委員会のＰＤＣＡサイクル 

 

Plan    ： 活動の実施計画を作成，問題の意識化 

Do     ： 活動を実施 

Check   ： 活動を振り返り，課題や成果について確認する 

Action   ： 問題意識を共有化し，来月の取り組みに活かせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.各専門委員のキャップの先生へ確認事項 

① 職員室前のホワイトボードに今月行う活動を記入し、教職員全体で活動内

容を共有できるようにする。 

② コンクールや取り組みがはじまるときには、職朝でねらいやルールなど告

知して委員会の活性化にはかる。 

③ 専門委員会には、担当されている先生は全員参加する。 

④ 1学期・2学期・3学期スタートに生徒会と教師でプロジェクト部会を持ち

計画を立てるので、後から活動を追加することがないように、しっかり話

し合う。 

⑤ コンクールなどは重なって行うと、多忙感がうまれるのでプロジェクト部

会の話し合いの中で調整する。 

⑥ 取り組みを行う委員のキャップの先生は、日程黒板の当日の日程にも活動内容を記載し、放送部など

と協力して運営する。 

専門委員長が，担当

の先生と相談して，

月ごとの取組み内容

を決める 

（各月の初旬ごろ） 

月ごとの全校専門委

員会で提案し，委員

会全体で取組む 

（各月の中旬ごろ） 

専門委員長が取組み

を検証する。全校集

会で取組みの成果と

課題を報告する 

（各月の下旬） 

専門委員長の検証を

もとに，担当の先生

と取組みの見直しを

はかる 

（各月の下旬から，

翌月の初旬ごろ） 

各学期の初めに、 

生徒会執行部と各委員会担当教員で、 

取組について話し合う場を設ける。 

○Ｐ Plan 

活動計画を立てる 

○Ｄ Do 

活動の実施 

○Ｃ Check 

検証・反省 

○Ａ Action 

見直し次の活動へ 

 

 

プロジェクト会 


